
広報

YUZAWA PUBLIC RELATIONS

広報

YUZAWA PUBLIC RELATIONS

湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/

Vol.250
平成27年9月1日号
【毎月1日・15日発行】

夏休みの思い出を胸に夏休みの思い出を胸に
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■主な内容■主な内容　８月２５日は２学期の初日。皆瀬小学校６年生２３人は
元気に登校しました。
　小学生としては最後の夏休み。元気な姿からは１日１日
を大切にしながら、長い休日を楽しんで過ごしていたこと
がうかがえます。一回り成長した児童たちは夏休みの思い
出を胸に新学期の学校生活をスタートさせました

　８月２５日は２学期の初日。皆瀬小学校６年生２３人は
元気に登校しました。
　小学生としては最後の夏休み。元気な姿からは１日１日
を大切にしながら、長い休日を楽しんで過ごしていたこと
がうかがえます。一回り成長した児童たちは夏休みの思い
出を胸に新学期の学校生活をスタートさせました

Ｐ２　湯沢未来発見応援団
Ｐ８　全国地熱自治体サミットin湯沢　
Ｐ10　自殺予防対策
Ｐ12　秋田25市町村対抗駅伝ふるさと
　　　あきたラン！　
Ｐ13　子育て世帯臨時特例給付金
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Ｐ８　全国地熱自治体サミットin湯沢　
Ｐ10　自殺予防対策
Ｐ12　秋田25市町村対抗駅伝ふるさと
　　　あきたラン！　
Ｐ13　子育て世帯臨時特例給付金



2015.09.01
2

2015.09.01
3

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組
み

湯
沢

発
見
応
援
団

学校名 実施期間 受け入れ
事業所数

湯沢南中学校

湯沢北中学校

山田中学校

稲川中学校

雄勝中学校

皆瀬中学校

8月3日～7日 38

8月7日～18日

357月29日～31日

8

14

198月3日～19日

23

「
働
く
」

社
会
で
の
実
践

　

毎
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け

て
、
市
内
の
中
学
校
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
と
し
て
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
職
種
も
サ
ー
ビ
ス
業
や
医
療
・
介

護
、
農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

働
く
こ
と
を
通
し
て
自
分
の
将
来
の
仕

事
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
た
り
、
普
段

聞
け
な
い
現
場
の
話
を
聞
い
た
り
働
く
こ

と
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
学
び
ま
す
。

　

今
回
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
の
職
場
体

験
学
習
に
参
加
し
た
中
学
生
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

未
来

Ｑキャリア教育でどんな力を育てるんだろう？

Ｑキャリア教育でどんなことをしているんだろう？

Ｑ「職場体験」「職場見学」「職業講話」のねらい
はなんだろう？

　学校で「あいさつや返事、言葉遣い」「仲間と協力して課題解決する
こと」「目標に向かって努力を重ねる」など、繰り返し取り組ませるこ
とが実際の仕事と重なります。
　実際に仕事に携わっているかたと触れ合うことで、子どもたちは職業
そのものに対する夢を膨らませるとともに、社会で必要とされる力を主
体的に身に付ける意欲を高めます。

　事業所にお願いして「職場体験」「職場見学」「職業講話」などを
行い、子どもたちに学校で学んでいることが実社会とつながってい
ることを実感できるようにしています。

学校では大きく次の４つの力を育てることを目指しています。
①人間関係を築いたり調整したりする力
②情報を活用して進路や生き方の選択ができる力
③夢や希望を持ち、現実を踏まえながら将来設計する力
④主体的に判断し、主体的に課題解決に取り組む力

Ｑ湯沢市ではどんなことをしているんだろう？
　平成 26年度、職場体験、職場見学、職業講話の受け入れ事業所リス
トへの登録をお願いし、「湯沢未来発見応援団」リストを作成しました。
そのリストを参考に、27年度は各学校で職場体験学習を行っています。
市内の中学校では、夏休みに2、3日程度職場体験学習を実施しています。

キャリア教育
　Ｑ＆Ａ

7月27日～8月4日

8月3日～7日

「湯沢未来発見応援団」スタート！

※受け入れ先の都合により変更あり。

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
社
会
で
職
を
得
て
自
立
す
る
た
め
の
力
を
育

て
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
の
実
現
を
促
す
教
育
で
す
。

　
学
校
の
時
間
割
の
中
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
日
々
の
い
ろ
い
ろ
な
学
習
の
中
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
社
会
で
職
を
得
て
自
立
す
る
た
め
の
力
を
育

て
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
の
実
現
を
促
す
教
育
で
す
。

　
学
校
の
時
間
割
の
中
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
日
々
の
い
ろ
い
ろ
な
学
習
の
中
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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農　業

　　医療・介護

　今年は湯沢南中学校から依頼を受けました。2 人は
最初緊張していたので、話をするときには笑うように
指導しました。そして自分たちも楽しんでやるように
話すと、すぐになじんでいました。

複合施設　ぱあとなあ

みつなしアグリ

今　俊幸さん施設長

　介護の仕事は人材不足なの
で、体験することによって興味
を持ってもらい、進路選択の一
つになってもらえれば良いと思
います。中学生はこれから夢を
持っていろいろな将来について
考える時期なので、職場体験は
進路を見つけるための一つの有
効な手段だと思います。

interv iew

湯沢南中学校 2年

佐々木　愛寿佳さん新居田　咲希さん

　８月３日から５日まで、湯沢南中学校２年生の佐々
木愛寿佳さんと新居田咲希さんが複合施設ぱあとな
あの職場体験に参加しました。初日は障がい者サー
ビスの生活介護を体験。利用者とゲームをしたり会
話したりしました。２日目以降は高齢者のデイサー
ビスと障がい者サービスの就労支援を体験しました。
　将来は看護師を目指しているという佐々木さんと
新居田さん。実際に介護の体験をしてみて「生活介
護のかたとは最初はなかなか話すことができなかっ
た」「デイサービスでは、高齢者のかたとお話したり
一緒に折り紙を折ったりしたのが楽しかった」など
の感想が聞かれ、将来看護師を目指す 2 人にとって
貴重な体験になったようです。

ささき　　　あすかにいだ　　　さき

１１33 22

44 ①利用者のかたと折
り紙を一緒に折りま
す②ボール投げ。う
まく届くかな③最終
日は笑顔でお話でき
るようになりました
④体操では楽しく体
を動かしました

　湯沢未来発見応援団

こん　　　としゆき

　毎年稲川中学校の生徒を受け入れしています。今年
は全員野球部の生徒だったのでチームワークが良く、
仲間と楽しく仕事をしていました。はきはきしていて、
みんな素直に仕事をしてくれました。　
　職場体験は、大人の仕事を覚え、親
の苦労を知ることができる貴重な体験
だと思います。また、毎年職場
体験後の生徒から感想をいただ
けるのがとても楽しみです。
　この職場体験を通して少しで
も農業のことを知ってもらえた
らうれしいですし、今後も喜ん
で引き受けたいですね。

interv iew

代表　　藤原　隆　さん
ふじわら たかし

▲稲川中学校 2年生 10人と藤原さん

　８月 17 日から 19 日まで、稲川中学校２年生 10
人が農事組合法人みつなしアグリの職場体験に参加
しました。1、2 日目は午前 8 時から草取りを中心
に体験しました。鎌を使って畝間に生えている草を
しっかり刈っていきました。3 日目はエダマメを収
穫し、選別しました。選別では形の悪いものや傷ん
でいるものが混ざっていないか、一つ一つ丁寧に確
認していました。
　佐藤昂さんは「稲川地域は農業が盛んですが、高
齢のかたが多く、若者が将来引き継いでいかなけれ
ばならないと思い、参加しました。草取りは暑い中
の作業で大変でしたが、どんどんきれいになってい
くのが楽しかったです」と笑顔で話していました。

体験感想

さとうこう

農事組合法人

１１ 22 33

44

ー将来の夢は看護師
　夢の実現に向け
　　また一歩前進！

ー野菜作りへの
　熱意と苦労を実感

①エダマメの収穫作
業②収穫したエダマ
メを選別機械にかけ
ます③コンベアから
運ばれてきたエダマ
メに出荷できないも
のが混ざっていない
か確認④草取り。た
くさん取ったぞ！

うねま

した。
え、親
な体験

ー
　　

体験感想
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　湯沢未来発見応援団

総務管理部支配人

後藤　利明　さん

　秋の宮山荘では売店での袋詰
め作業や部屋の清掃、ふとん敷
きなどを体験しました。
　菅原さんは「サービス業に興
味がありました。今回の体験を
通してホテル側がお客さんに喜
んでもらえるようたくさんの工
夫をしていることを学びました。
お客さんへの元気なあいさつは
今後の学校生活に生かしていき
たいです」と話してくれました。

雄勝中学校２年生
菅萌吹さん、菅原綾香さん、鎌田光帆さん

８月３日～５日秋の宮山荘

　ホテルの仕事は意外と体力
が必要ですが、３人は一生懸
命頑張っていました。体験 1
日目と３日目では顔つきが全
然違いますね。お客さんにも
笑顔で元気よくあいさつし、
顔が輝いていました。
　職場体験は子どもたちが社
会の仕組みを知る貴重な経験
だと思いますし、今後もその
ためのお手伝いをしていきた
いと考えています。　

ごとう としあき

サービス業

最終日は各部屋のシーツを３人で協力し
て回収し、新しいシーツと交換する仕事。
意外と体力が必要な作業に苦戦していま
したが一生懸命頑張っていました。

    
         

      ★Interview

すが　いぶき すがわらあやか かまだ みほ

★
Int

ervi
ew

イオンスーパーセンター湯沢店

　イオンスーパーセンター湯沢店
では、商品の品出し・整理、お客
さんのご案内を体験しました。
　髙橋平さんは「大きな物などを
たたんで整理するのが難しかった
けど、徐々に作業も早くできるよ
うになり、うまくたためるように
なりました。お客さんに商品の場
所を聞かれ、案内することができ
たのでよかったです」と話してく
れました。　皆瀬中学校の皆さんは黙々

と働きつつも、分からないと
きはきちんと聞いて仕事をし
ており、仕事に対する姿勢が
よかったですね。
　採用難の時代なので、職場
体験を通して興味を持っても
らえば良いと思います。小売
業がどんな仕事をしているか
分かってもらえる機会でもあ
るので、地域事業の貢献が小
売業の興味につながっていっ
てほしいと思います。

８月 17日、18日

▲皆瀬中学校 1年生 8人が体験しました

伊東　幸成　さん
店　長
いとう　　 ゆきなり

デイリー（牛乳、豆腐、冷凍食品などの
品出し）２人、グロッサリー（加工食品
などの品出し）２人、衣料４人に分かれて
体験しました。
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たかはしたいら

　

市
で
は
職
場
体
験
、
職
場
見
学
、
職
業
講

話
の
受
け
入
れ
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま

す
。「
湯
沢
未
来
発
見
応
援
団
」
リ
ス
ト
へ

の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
「
湯
沢
未
来
発
見
応
援
団
」
リ
ス
ト
に
登

録
し
て
い
た
だ
く
と
、
子
ど
も
た
ち
の
希
望

に
よ
り
、
学
校
か
ら
職
場
体
験
な
ど
の
依
頼

が
あ
り
ま
す
。
体
験
の
期
日
や
体
験
内
容
に

つ
い
て
電
話
な
ど
で
学
校
と
打
ち
合
わ
せ
し

な
が
ら
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
「
事
業
所
名
」

「
事
業
内
容
」「
受
け
入
れ
可
能
な
活
動
・
時

期
・
日
数
」
な
ど
で
す
。

「
湯
沢
未
来
発
見
応
援
団
」

受
け
入
れ
事
業
所
を
募
集

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

　

指
導
班
（
☎
73
２
１
６
２
）
へ

多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

市
で
行
っ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、

単
に
生
徒
に
地
域
の
職
場
を
体
験
を
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
学
習
活
動
や
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
、
地
域
行
事
へ
の

参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
、産
業
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
教
育
だ
け

で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
楽
し
み
や
苦

労
な
ど
を
体
験
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

教育研究所運営委員会「力水の会」
キャリア教育部会

鈴木隆博  部会長（稲川中学校）
すずき　　たかひろ

湯沢北中学校と山田中学校で
行っている「生き方講座」

　

私
た
ち
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
推
進
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
学
ぶ
こ
と

の
意
義
や
働
く
こ
と
の
意
義
を
理
解
さ
せ
、

生
き
る
こ
と
の
尊
さ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
一
日
に
し
て
成

ら
ず
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
職
業
に
関
す

る
学
習
も
、
小
学
校
で
の
町
探
検
、
職
場
見

学
な
ど
か
ら
、
中
学
校
で
の
職
場
体
験
、
高

等
学
校
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
体

験
活
動
を
系
統
的
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
プ
ラ
ン
も
こ
の
こ
と
に
沿
っ
て
実
践
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
の
職
場
体
験
で
子
ど
も
た
ち
は

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
声
を
掛

け
て
も
ら
い
、
教
え
て
も
ら
う
こ
と
の
あ
り

が
た
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
普
段

当
た
り
前
に
手
に
で
き
る
も
の
、
普
通
に
食

べ
ら
れ
る
も
の
と
し
か
感
じ
て
い
な
か
っ
た

も
の
、
そ
の
陰
に
は
、
作
り
手
の
思
い
が
こ
ん

な
に
も
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
多
く
の
手
間
が

か
け
ら
れ
て
商
品
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
知
り

ま
す
。
そ
の
過
程
で
生
徒
は
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
、
実
は
多
く

の
工
夫
や
配
慮
の
上
で
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
驚
き
ま
す
。
も
の
を
大
切
に
す
る
心
、
人
と

の
関
わ
り
を
大
事
に
す
る
心
が
、
身
を
も
っ
て

体
験
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
す

る
っ
と
入
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

 　

そ
し
て
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
働
く
姿
を

見
て
、
働
く
こ
と
の
よ
さ
を
感
じ
、
自
分
も

何
か
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生

え
て
き
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
自
分
た
ち
の

住
む
町
に
愛
着
が
生
ま
れ
、
郷
土
を
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
も
湧
い
て
く

る
、
そ
う
い
っ
た
姿
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

郷
土
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
を
基
盤
と
し
て
、
湯
沢
の
未
来

を
担
う
人
材
を
育
成
す
る「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
、推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

湯
沢
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
研
究
所

運
営
委
員
会
「
力
水
の
会
」
を
組
織
し
、
現

場
の
先
生
が
た
と
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

各
小
・
中
学
校
と
連
携
を
図
り
、
市
の
教
育

に
つ
い
て
、
具
体
的
施
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
力
水
の
会
」
は
、
三
部
会
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
キ
ャ
リ
ア
教

育
部
会
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
で
は
、

学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と
充

実
に
向
け
て
、
二
十
六
年
度
職
場
体
験
リ
ス

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
湯
沢
未
来
発
見
応
援
団
」

職
場
体
験
学
習
で
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
る

○「湯沢未来発見応援団」リスト

小売業
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山葵沢地熱発電所
■事業主体　湯沢地熱株式会社
■平成27年5月建設工事着工、31年5月運転開始
　予定
■計画概要　発電出力＝42,000kW級、発電形式＝
　　　　　　ダブルフラッシュ、生産井＝9坑、
　　　　　　還元井＝7坑

▲還元井を掘削しています ▲生産井を掘削しています

上の岱地熱発電所
■事業主体　発電部門＝東北電力株式会社、蒸気
　　　　　　供給＝東北自然エネルギー株式会社
■開発経緯　昭和45年調査開始、平成4年4月建
　　　　　　設工事着工、6年3月運転開始
■概　　要　発電出力＝28,800kW、発電形式＝
　　　　　　シングルフラッシュ、生産井＝13坑、
　　　　　　還元井＝4坑　

▲蒸気タービンにより
　　発電機を回転させて発電

▲地熱発電のシンボル的存在
　　　　　　　　　「冷却塔」

地熱利用農産加工所
　地熱利用の乾燥機による乾燥チップ野菜などの
製造を行っています。品質・味とも高い評価を受
けており、小安峡の名産の一つとなっています。
■概　要　昭和54年旧皆瀬村が整備
■事業費　60,410千円

▲乾燥させたトマトを
　　　　　試食していました

▲乾燥させたトマト

株式会社栗駒フーズ
　昭和62年度地熱エネルギー開発利用モデル事業
として認定を受け、創業。
　温泉を使った低温殺菌牛乳とヨーグルトなど乳
製品の製造と販売を行っている国内初のビジネス
モデルです。

▲乳製品を製造するための
　　　　　　　　　　タンク

ハウス団地
　小安峡温泉から約80度の源泉を引き込み、ハウ
ス内を暖めることで、冬でも内部が暖かく保たれ、
水耕によるミツバと小ネギ、土耕によるトマト栽
培が行われています。暖房に使った湯は、さらに
水中にあるパイプに流され、水温低下を防ぐため
に再利用されています。土耕においても地温の低
下を防ぐ工夫がされています。

▲トマト栽培の説明を
　　　　　　　　聞きました

▲地熱水活用トマト

▲乳製品の製造過程の
　　　　　説明を聞きました

沸騰！地熱塾
全国地熱自治体サミット in湯沢
主催：独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）／湯沢市

　国内で23年ぶりの大型地熱発電所となる「山葵沢地熱発電所」の建設が進められています。
　こうした中、あらためて「地熱」とは何か、そして「地熱」が地域にどんなことをもたらす
のか、一緒に学ぶため、8月7日に全国の地熱エリアの自治体代表者が一堂に会する「全国地
熱自治体サミットin湯沢　沸騰！地熱塾」が湯沢グランドホテルを会場に開催されました。
　サミットでは、地熱発電所が立地する8市町が地熱の活用法などについて事例の発表をした
ほか、ゲストとして俳優の伊勢谷友介さん、タレントの壇蜜さん、コミュニティデザイナー
山崎亮さんが参加し、意見交換なども行われました。

だん みつい　 せ 　 や　ゆう すけ

わさびざわ

やま ざきりょう

5

4 1

3 2

地　熱
めぐり
ツアー

地　熱
めぐり
ツアー
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平
成
二
十
六
年
の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）

に
よ
る
と
、
二
十
六
年
秋
田
県
の
自
殺
者
数
は
、

前
年
の
二
百
七
十
七
人
よ
り
八
人
減
少
し
、
二

百
六
十
九
人
に
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
1
）。

そ
れ
に
よ
り
、自
殺
率
（
人
口
十
万
人
当
た
り
）

も
前
年
よ
り
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
二
六
・

〇
と
な
り
、
一
九
年
続
い
て
い
た
自
殺
率
全
国

ワ
ー
ス
ト
1
か
ら
つ
い
に
脱
却
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
二
十
七
年
に
入
り
、
一
月
か
ら

四
月
末
ま
で
の
自
殺
死
亡
者
は
、
二
十
六
年
の

同
時
期
に
比
べ
て
八
人
増
え
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
再
び
自
殺
率
が
上
昇
す
る
の
で
は
な
い
か

と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
予
防
対
策
は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
す
。
自
殺
を
取
り
巻
く
現
状
を
知

り
、
一
人
一
人
が
正
し
く
理
解
し
行
動
す
る
こ

と
が
自
殺
予
防
対
策
の
第
一
歩
で
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
自
殺
予
防
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　　

市
で
は
、
二
十
四
年
ま
で
年
間
十
六
人
前

後
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
十

五
年
は
十
二
人
、二
十
六
年
は
十
人
（
概
数
）

と
三
年
連
続
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
性
別

で
は
女
性
、
地
域
別
で
は
湯
沢
地
域
と
雄
勝

地
域
の
自
殺
者
数
の
減
少
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
2
・
グ
ラ
フ
3
）。
こ

の
状
況
は
、
自
殺
率
で
県
の
平
均
を
下
ま
わ

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
（
グ
ラ
フ
4
）。

　

ま
た
、
二
十
七
年
に
入
っ
て
か
ら
の
市
の

自
殺
死
亡
者
数
は
、
二
十
六
年
の
同
時
期
の

自
殺
死
亡
者
数
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
過
去

五
年
間
で
最
も
少
な
い
状
況
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
の
下
、
今
ま
で
の
自
殺
予
防
対
策
へ

の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
わ
れ
て
き
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
一
人
一
人
、

そ
し
て
地
域
や
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
の

連
携
を
密
接
に
し
、
自
殺
予
防
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
三
月
に
策
定
し
た
「
第
二
次
い

き
い
き
湯
沢
２
１
」
は
、
十
二
項
目
の
健
康
づ
く

り
の
重
点
分
野
に
つ
い
て
、
二
十
六
年
か
ら
向
こ

う
十
年
間
の
市
民
の
新
た
な
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
の
自
殺
予
防
の
分
野
で
は
、

個
人
の
取
り
組
む
べ
き
健
康
目
標
と
し
て
次
の
三

つ
の
項
目
を
上
げ
て
い
ま
す
。

9 月 10 日～ 16 日は自殺予防週間です

大切な を守るために大切な
私たち一人一人ができること

を守るために命命

市
の
現
状

市
の
取
り
組
み

▲26 年度湯沢市傾聴ボランティア養成講座の様子

9 月 10 日～ 16 日は自殺予防週間です

【相談窓口】ひとりで悩まず相談しましょう
　◆健康対策課保健推進班　　　　　　　☎73‒2124
　◆くらしの相談課よーく聴く窓口班　　☎73‒2115
　◆福祉事務所　　　　　　　　　　　　☎73‒2111
　◆地域包括支援センター　　　　　　　☎78‒2311
　◆湯沢市消費生活センター　　　　　　☎72‒0874
※県で発行した相談窓口一覧（ふきのとうホットライン
2015年版）は、健康対策課窓口に置いています。気軽に
ご利用ください。
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よ
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や
ま 
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個
人
の
健
康
目
標
の
達
成
に
は
、「
こ
こ

ろ
の
健
康
や
病
気
に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解

し
合
う
」「
悩
ん
で
い
る
人
の※

ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
な
る
」「
世
代
間
・
地
域
間
交
流
を

積
極
的
に
行
う
」「
子
育
て
の
家
庭
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
高

齢
者
に
声
を
掛
け
、地
域
で
温
か
く
見
守
る
」

こ
と
な
ど
家
庭
や
地
域
で
の
支
え
合
い
が
大

切
で
す
。

※

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、直
訳
す
る
と「
い

の
ち
の
門
番
」。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
掛
け
、
話
を
聞
い
て
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
の
こ
と
。

　

市
で
は
、
自
殺
予
防
普
及
啓
発
事
業
、
相

談
支
援
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
殺
予
防

対
策
を
包
括
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　　
「
住
民
の
孤
立
を
防
ぎ
、
心
の
健
康
を
高

め
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
二
十
七
年

度
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
年
目
を
迎
え
た
二
十
七
年
度
は
、
七
月

三
十
一
日（
金
）に
秋
田
大
学
教
授
米
山
奈
奈

子
先
生
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
健
康
障

こ

私たち一人一人ができること私たち一人一人ができること
１　うつ病や自殺に関して正しく理解し、こころの病気の
　　予防につとめます

２　こころの不調を感じたら、早めに精神医等専門家を受
　　診します

３　身近な人のこころのサインに気づき、 声をかけ、　地
　　域の中で支え合いながら暮らしていきます

１　うつ病や自殺に関して正しく理解し、こころの病気の
　　予防につとめます

２　こころの不調を感じたら、早めに精神医等専門家を受
　　診します

３　身近な人のこころのサインに気づき、 声をかけ、　地
　　域の中で支え合いながら暮らしていきます

第二次いきいき湯沢２１自殺予防の健康目標第二次いきいき湯沢２１自殺予防の健康目標

害
」に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生

は
、「
不
適
切
な
飲
酒
は
健
康
障
害
の
原
因
に

な
り
、
さ
ら
に
は
家
族
へ
の
影
響
や
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
問
題
と
深
く
関
係
し
て
く
る
。問

題
を
起
こ
し
て
い
る
当
時
者
、家
族
、家
族
周

囲
の
人
も
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
が
必
要
で
重
要
と

な
り
ま
す
。悩
み
を
抱
え
こ
ま
ず
、早
め
に
相

談
機
関
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
二
十
七
年
は
、
八
月
二
十
一

日
（
金
）
か
ら
始
ま
り
、
十
二
人
の
市
民
が
、

全
五
回
の
研
修
を
受
講
し
「
う
つ
」
や
「
自

殺
」
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
相
談
援
助
技

術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

二
十
七
年
度
は
、
九
月
十
一
日
（
金
）
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
睡
眠
」。
不
眠
や
睡

眠
不
足
は
、
日
常
生
活
に
悪
い
影
響
を
あ
た

え
、
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
健
康
に
も
深
く

関
係
し
ま
す
。
ご
自
身
や
家
族
は
、
よ
く
眠

れ
て
い
ま
す
か
。
毎
日
で
き
る
健
康
法
と
し

て
の
「
質
の
良
い
睡
眠
」
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

入
場
無
料
で
、
事
前
の
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
湯
沢
市
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

○
湯
沢
市
自
殺
予
防
講
演
会

○
第
４
回
「
雄
勝
地
域
命
と
心
を
支
え
合

　

う
集
会
」



秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
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9
月
13
日
㈰
午
前
11
時
　
秋
田
ふ
る
さ
と
村
ス
タ
ー
ト
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コーチ・一般壮年

佐藤多喜生
さ とう た き お

コーチ

小野　直子
お の なお こ

監督

佐々木勝之
さ さ き かつ ゆき

コーチ・一般男子

進藤　英樹
しん どう ひで き

コーチ

安田　早織
やす だ さ おり

総監督

三浦　敬樹
み うら けい き

小学生女子

阿部　円海
あ べ まる み

小学生男子

今　　大斗
こん だい と

小学生男子

佐藤　汰一
さ とう た いち

中学生女子

後藤　愛歩
ご とう ま ほ

中学生男子

高橋　誠寛
たか はし まさ ひろ

中学生男子

佐藤　黎季
さ とう らい き

高校生女子

佐藤　由貴
さ とう ゆ き

高校生男子

三浦　涼介
み うら りょう すけ

高校生男子

藤谷　優晃
ふじ や ひろ あき

一般女子

佐藤　　牧
さ とう まき

一般男子

赤平　　航
あか ひら こう

高校生女子

高山　姫花
たか やま ひめ か

出場選手を紹介します
　湯沢市は2チーム31人がエント
リーしています。平成26年は湯沢
市Ａチームが市の部で第4位に入
賞しました。
　27年も上位入賞を目指していま
すので、皆さんの応援をお願いし
ます。

一般壮年

加藤　英敏
か とう ひで とし

小学生女子

姉崎　りん
あね ざき

小学生女子

桜庭　杏月
さくら ば あん ず

小学生男子

佐藤　瑠輝
さ とう りゅう き

中学生女子

齋藤　敬美
さい とう たか み

中学生女子

佐々木聖那
さ さ き せ な

中学生男子

由利　宇矢
ゆ り たか や

高校生女子

阿部那奈子
あ べ な な こ

高校生男子

沓澤　竜也
くつ ざわ たつ や

高校生男子

冨谷　　海
とみ や かい

一般壮年

千葉　　薫
ち ば かおる

一般女子

丸田　彩夏
まる た あや か

一般男子

高橋　　健
たか はし たける

◎コース概要
1区 小学生男子 1.8㎞　6区 一 般 壮 年 3.5㎞
2区 小学生女子 1.6㎞　7区 中学生男子 3.3㎞
3区 中学生女子 2.7㎞　8区 高校生男子 4.5㎞
4区 一 般 男 子 5.6㎞　9区 高校生女子 3.3㎞
5区 一 般 女 子 2.9㎞　

2015.09.01
13

　平成27年6月分の児童手当（特例給付※を除く。以下同じ。）の受給者で、26年の所得が
児童手当の所得制限額未満の人が対象となります。
※特例給付とは、児童1人当たり月額一律5,000円が支給されることをいいます。

支給対象者

　27年6月分の児童手当の対象となる児童です。
　臨時福祉給付金の対象児童および生活保護制度
の被保護者に当たる児童も対象に含みます。

対象児童

　対象児童 1人につき3,000円

支給額

　5月31日

基準日

　□ 申 請 先　福祉課児童福祉班または各総合支所市民サービス班
　　　　　　　　27年6月分の児童手当を湯沢市から受給される人が対象です。6月1日以
　　　　　　　後、湯沢市へ転入してきた人は、5月31日時点で住民票のある市区町村が申
　　　　　　　請先となりますので、ご注意ください。
　□申請期間　9月30日（水）まで（土・日曜日、祝日を除く）
　　　　　　　　申請書不備などにより訂正を求める場合もありますので、時間に余裕を持っ
　　　　　　　て手続きください。郵送による申請の場合、当日消印有効です。申請期間を
　　　　　　　過ぎると辞退したものとみなされます。
　□提出書類　子育て世帯臨時特例給付金申請書（請求書）
　　　　　　　　受け取り方法を児童手当の振り込み口座と異なる口座（申請者名義の口座
　　　　　　　に限る）を指定する場合は以下の書類を申請書裏面に貼り付けしてください。
　　　　　　　・本人確認書類　運転免許証、住民基本台帳カード、旅券などの写し
　　　　　　　・指定した口座が確認できる書類　預貯金通帳またはキャッシュカードの写し
　※市から児童手当法に基づく児童手当などを受給している人には下記のとおり送付してい
　ます。
　　①児童手当現況届対象者の人は児童手当の現況届と一緒に送付
　　②①以外の人は個別に送付
　※公務員には勤務先から申請書が配布
　されています。

申請方法

◯子育て世帯臨時特例給付金とは

　消費税率の引上げの影響などを
踏まえ、子育て世帯に対して、臨
時特例的な給付措置として「子育
て世帯臨時特例給付金」を支給し
ます。

　給付金は、申請書に記載した指定口座
に振り込みます。
　初回支払日は10月初旬を予定。　
　※金融機関の口座を持っていないなど、
　振り込みによる支給が困難な場合は窓
　口で受け取ることができます。

給付金の支払い

　福祉課児童福祉班　☎78-0166

問い合わせ

が

以

っ
を

座
い。

し
い

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？



ホット
スマイル

健全な森林を育み守っていけるよう奮闘しています
「地元の森林組合で働く」

藤野　風斗さん
Fu t o　Fu j i n o Vol.73フレッシュな若者が登場するコーナーです

2015.09.01
14
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七
月
十
九
日
、
小
泉
進
次
郎
内
閣
府
大

臣
政
務
官
が
、
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度

に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
藤
井
副
市
長
を

激
励
し
、
地
域
で
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
視
察
す
る
た
め
、
湯
沢
市
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
市
役
所
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ

ビ
ー
に
は
多
く
の
人
が
駆
け
付
け
、
小
泉

政
務
官
は
「
三
連
休
の
中
、
こ
ん
な
に
多

く
の
か
た
に
迎
え
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
。

湯
沢
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
歓
迎
に
感
謝
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
長
、
副
市
長
、
議
長
、
副
議
長
と
の

意
見
交
換
後
、
皆
瀬
・
小
安
地
区
の
「
地

熱
水
活
用
ト
マ
ト
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

関
東
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
佐
藤
章

さ
ん
と
、
若
く
し
て
農
業
に
新
規
参
入
し

た
伊
藤
淳
さ
ん
の
話
を
聞
き
、「
若
者
や

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
働
く
場
、
彼
ら
に
と
っ
て

何
が
必
要
な
の
か
を
探
る
こ
と
が
地
方
創

生
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
秋
田
県
、
湯
沢

市
は
高
齢
化
や
人
口
流
出
な
ど
悩
み
は
た

く
さ
ん
あ
る
が
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
街
づ
く
り
を

進
め
て
ほ
し
い
」
と
今
後
の
市
の
取
り
組

み
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

▲市役所本庁舎に市民の皆さんが大勢駆け付け、お出迎えしました

さ
と
う
あ
き
ら

こ
い
ず
み
し
ん
じ
ろ
う

い
と
う
あ
つ
し

小泉進次郎内閣
府大臣政務官が
湯沢市を視察

▲ビニールハウスで地熱水を活用しながら実証栽培したトマト

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
間
伐
や
作
業
道
の
整
備
な
ど
、
現
場
技
術
員
と
し
て

主
に
森
林
整
備
の
現
場
で
の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
一
度
進
学
な
ど
で
地
元
を
離
れ
ま
し
た
が
、
湯
沢
の

自
然
が
好
き
で
地
元
に
戻
っ
て
仕
事
が
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
二
年
ほ
ど
前
に
市
の
就
職
面
接
会
に
参

加
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
職
場
で
求
人
が
あ
り
、
こ

の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
友
達
と
草
野
球
チ
ー
ム
を
作
っ
て
試
合
を
し
た
り
、

県
内
外
へ
ラ
ー
メ
ン
の
食
べ
歩
き
に
出
掛
け
た
り
し

て
い
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
経
験
豊
富
な
先
輩
た
ち
が
親
切
に
仕
事
を
教
え
て
く

れ
ま
す
し
、
危
険
を
伴
う
作
業
現
場
以
外
で
は
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
職
場
で
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
こ
の
仕
事
に
就
い
て
、
以
前
よ
り
自
然
に
興
味
が
湧

き
、
も
っ
と
山
や
木
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
の
思
い

が
強
く
な
り
ま
し
た
。
知
識
や
経
験
を
さ
ら
に
積
ん

で
、
林
業
機
械
を
扱
う
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
技
術
を
身
に
付
け
、
大
事
な
森
林
を
健
全
に
保
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
冬
は
寒
く
、
夏
は
炎
天
下
の
中
、
危
険
が
付
き
ま
と

う
現
場
で
の
作
業
は
、
常
に
集
中
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
ず
大
変
で
す
が
、
自
然
の
中
で
の
仕
事
は
気
持

ち
が
良
く
楽
し
い
で
す
し
、
特
に
昼
食
の
弁
当
は
と

て
も
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

A

　

川
や
海
の
汚
れ
の
半
分
以
上
が
、
家
庭

か
ら
の
生
活
雑
排
水
に
よ
る
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
は
く
み
取
り
に

よ
っ
て
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
台
所

な
ど
か
ら
出
る
汚
水
は
、
下
水
道
や
浄
化

槽
で
処
理
し
て
い
な
い
場
合
そ
の
ま
ま
川

な
ど
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
コ
ッ
プ
一
杯

の
食
用
油
を
流
し
た
川
は
、
コ
ッ
プ
三
十

万
杯
の
水
で
薄
め
な
く
て
は
魚
が
住
め
る

よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

汚
水
は
ご
み
と
違
い
、
排
水
口
に
流
せ

ば
目
の
前
か
ら
消
え
て
し
ま
う
た
め
、
家

の
中
で
汚
水
を
ど
う
処
理
し
た
ら
い
い
の

か
と
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
排
水
口
は
必
ず
ど
こ
か
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
「
ト
イ
レ
以
外
の

汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
」
、
こ
の
こ
と
が

き
れ
い
な
水
と
生
活
環
境
を
守
る
下
水
道

9
月
10
日
は
「
下
水
道
」
の
日
で
す

　

日
常
生
活
で
意
識
し
て
使
う
こ

と
が
な
い
た
め
、
そ
の
恩
恵
を
感

じ
る
機
会
が
少
な
い
「
下
水
道
」。

こ
の
機
会
に
下
水
道
の
役
割
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

下
水
道
の
役
割

　「
水
質
と
環
境
を
守
る
」

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、
下
水
道
が
持
つ

本
質
的
な
価
値
な
の
で
す
。

　

住
宅
内
で
自
家
水
道
（
地
下
水
・
沢
水

な
ど
）
を
使
用
し
て
い
な
い
世
帯
は
「
算

定
方
法
変
更
届
」
を
提
出
（
浄
化
槽
使
用

世
帯
の
届
け
出
は
不
要
）
す
る
と
、
上
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
数
値
で
下
水
道
使
用

料
を
計
算
し
ま
す
。

　
変
更
届
が
な
い
場
合
、
「
世
帯
人
数×

六
立
方
メ
ー
ト
ル
」
と
「
上
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
数
値
」
を
比
較
し
、
多
い
方

の
水
量
を
下
水
道
に
流
れ
る
汚
水
量
と
し

て
使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。

　

変
更
届
を
提
出
す
る
場
合
は
、
下
水
道

課
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理
業
務
班

　

（
☎
73
2
1
6
6
）
へ

下
水
道
使
用
料
を

　
　
　
ご
確
認
く
だ
さ
い

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
市
長
と

教
育
委
員
会
が
対
等
な
関
係
で
協
議
や
調

整
を
行
う
、
総
合
教
育
会
議
の
第
一
回
会

議
を
七
月
三
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
市
の
教
育
、
学
術
お
よ
び
文

化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ

い
て
、
そ
の
目
標
や
方
針
と
な
る
「
湯
沢

市
教
育
大
綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。今
後
は
、

大
綱
に
従
い
市
の
教
育
な
ど
に
関
す
る
施

『
湯
沢
市
教
育
大
綱
』
を
策
定
し
ま
し
た

〜
第
１
回
湯
沢
市
総
合
教
育
会
議
〜

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※

「
湯
沢
市
教
育
大
綱
」
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
二
回
目
の
総
合
教
育
会
議
は
、

二
十
八
年
度
予
算
に
つ
い
て
協
議
を
す
る

た
め
、
十
月
中
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班
（
☎
73

　

2
1
1
2
）
へ

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指
します

スポーツの振興

安全・安心で良質な教育環境の整備を図ります

教育環境の整備

ふるさとの「もの・ひと・こと」を生かした創意工夫
に満ちた特色ある教育を推進します

学校教育の充実

《平成27年度～28年度》
湯沢市教育大綱（概要版）

生涯にわたり主体的に学ぶことができる多様な
学習機会の確保・充実を図ります

郷土の歴史や文化、先人たちの功績に誇りを持ち、
ふるさとに感謝し、郷土・社会に貢献できる、意欲と
勇気にあふれる賢くたくましい人づくりを目指します

生涯学習の推進

【基本理念】

【基本方針】



○
と　

き　

9
月
11
日
㈮
午
前
9
時
〜
午

後
3
時
／
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集

合
○
と
こ
ろ　

羽
後
町
（
鈴す
ず

木き

家
、
旧
長は

谷せ

山や
ま

邸
、
西さ

い

蔵ぞ
う

寺じ

、
盆
踊
り
会
館
ほ
か
）

○
対　

象　

市
内
在
住
の
人

○
参
加
料　

六
百
円（
施
設
見
学
料
ほ
か
）

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
3
日

㈭
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

9
月
13
日
㈰
午
前
5
時
30
分

〜
7
時
30
分
／
午
前
5
時
か
ら
湯
沢
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
で
受
け
付
け

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

湯
沢
駅
に
新
設
す
る
東
西
自
由
通
路
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
者
に
は
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

応
募
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、
各
総

合
支
所
、
湯
沢
駅
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤・

通
学
す
る
人

○
応
募
方
法　

応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
4
判

用
紙
に
、
①
愛
称
、
②
愛
称
の
意
味
や

説
明
、③
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
（
学

生
の
場
合
は
、
学
校
名
お
よ
び
学
年
）・

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載

し
、
左
記
へ
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い

※
一
人
に
つ
き
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
応
募
用
紙
一
枚
に
つ
き
一
点
で
の
応

募
と
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
限　

9
月
30
㈬
日
必
着

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

都
市
計
画
班
（
〠
012
―
8501
佐
竹
町
1
―

1
、
☎
73
2
1
5
6
、
℻
72
2
2
9
9
、

*toshikei@
city.yuzaw

a.lg.jp

）
へ

　

市
内
各
小
・
中
学
校
の
体
育
館
を
後
期

（
十
月
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
）

も
開
放
し
ま
す
。
利
用
す
る
場
合
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、希
望
日
が
集
中
し
た
場
合
は
、調

整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
利
用
期
間　

10
月
1
日
㈭
〜
平
成
28
年

3
月
20
日
㈰
／
午
後
7
時
〜
9
時
30
分

※
学
校
に
よ
っ
て
利
用
期
間
・
時
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対　

象　

継
続
的
に
学
校
体
育
施
設
を

使
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
団
体

○
開
放
校　

市
内
の
各
小
学
校
、
湯
沢
北

中
学
校
、
山
田
中
学
校
、
雄
勝
中
学
校
、

皆
瀬
中
学
校

○
開
放
施
設　

開
放
校
の
体
育
館
、
雄
勝

中
学
校
武
道
館

○
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
班
、
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
10
日

㈭
ま
で
、 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
（
☎
55
8
2
8
6
）
ま
た
は
各
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
へ

◯
と　

き　

10
月
2
日
㈮

◯
参
加
料　

五
百
円

○
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
用
紙
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
14
日

㈪
か
ら
17
日
㈭
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

最
寄
り
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

全
国
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
親

元
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
約

四
万
六
千
人
い
ま
す
。
そ
う
し
た
子
ど
も

た
ち
を
家
庭
的
な
環
境
で
養
育
す
る
里
親

の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に
は
研
修

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

県
南
児
童
相
談
所
（
☎

0
1
8
2
32
0
5
0
0
）
へ

ふ
る
さ
と
巡
り

自
然
と
伝
統
文
化
の
町

「
羽
後
町
」

健
康
ウ
ォ
ー
ク

〜
湯
沢
城
址
コ
ー
ス
〜

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.09.01
17

2015.09.01
16

湯
沢
駅
東
西
自
由
通
路

愛
称
募
集

小
・
中
学
校
の
体
育
館
を

開
放
し
ま
す
（
後
期
）

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

in
栗
駒
山
」
参
加
者
募
集

「
里
親
」
登
録
者
を募集

し
ま
す

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

◯
と　

き　

9
月
5
日
㈯
午
前
9
時
〜
午

後
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

県
果
樹
試
験
場
（
横
手
市
）

◯
内　

容　

研
究
成
果
発
表
会
、
試
験
圃ほ

場
の
公
開
、
く
だ
も
の
試
食
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
300

本
）、
リ
ン
ゴ
も
ぎ
取
り
体
験
（
小
学

生
以
下
対
象
）、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

県
果
樹
試
験
場
総
務
企

画
室
（
☎
0
1
8
2
㉕
4
2
2
4
）
へ

　

元
気
な
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
・
個
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

湯
沢
市
雄
勝
郡
内
の
団
体
・
個
人
で
あ

れ
ば
、
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た

中
か
ら
、
選
考
の
上
、
受
賞
者
を
決
定
し

表
彰
し
ま
す
。

○
応
募
方
法　

応
募
用
紙（
推
薦
調
書
）を

雄
勝
地
域
振
興
局
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
用
紙
は
、
雄
勝
地
域
振
興
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
限　

10
月
9
日
㈮
必
着

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振

　

興
局
総
務
企
画
部
地
域
企
画
課
（
〠
012

　

―
0857
千
石
町
二
丁
目
1
―
10
、
☎
73
8

 

1
9
1
、
℻
72
5
0
5
7
、
*ogachi

　

km
@
m
ail2.pref.akita.lg.jp

）
へ

　

名
作
絵
本
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
な
ど
の

挿
絵
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
滝
平
二
郎
の

展
覧
会
を
秋
田
で
初
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

9
月
19
日
㈯
〜
11
月
23
日
㈪

／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

県
立
近
代
美
術
館
5
階
展
示

室
（
秋
田
ふ
る
さ
と
村
内
）

○
観
覧
料　

一
般
＝
千
円
、
大
学
生
以
下

＝
無
料

○
問
い
合
わ
せ　

県
立
近
代
美
術
館
（
☎

0
1
8
2
33
8
8
5
5
）
へ

【
エ
ク
セ
ル
関
数
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
講
習
】

・
と　

き　

10
月
1
日
㈭
、
2
日
㈮

・
定　

員　

10
人

【
日
商
簿
記
検
定
試
験
3
級
対
策
講
習
】

・
と　

き　

10
月
22
日
㈭
、
23
日
㈮

・
定　

員　

10
人

○
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

○
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

○
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

　

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）
へ

○
募
集
種
目　

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般

前
期
）、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
（
医

学
科
・
看
護
学
科
）

○
資　

格　

高
等
学
校
を
卒
業
（
平
成
28

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を

含
む
）
し
た
21
歳
未
満
の
人

○
受
付
期
間　

9
月
5
日
㈯
〜
30
日
㈬

○
試
験
日　

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学

科
学
生
＝
10
月
17
日
㈯
▼
防
衛
医
科
大

学
校
医
学
科
学
生
＝
10
月
31
日
㈯
、
11

月
1
日
㈰
▼
防
衛
大
学
校
学
生
＝
11
月

7
日
㈯
、
8
日
㈰

※
詳
細
は
受
付
後
に
連
絡
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊

横
手
地
域
事
務
所
（
☎
0
1
8
2
32

3
9
2
0
）
へ

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
暴
行
・
虐

待
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

◯
と　

き　

9
月
7
日
㈪
〜
13
日
㈰
／
午

　

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
土
、
日
曜

日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

◯
専
用
電
話　

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―

1
1
0

○
買
受
申
込（
入
札
）期
間　

9
月
25
日
㈮

午
後
1
時
〜
28
日
㈪
午
後
1
時

○
実
施
場
所　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

※
入
札
す
る
に
は
、
九
月
三
日
㈭
午
後
一

時
か
ら
十
一
日
㈮
午
後
五
時
ま
で
、
事
前

の
参
加
申
し
込
み
登
録
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
公
売

情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
徴
収
部
特

別
整
理
第
一
部
門
（
☎
0
2
2
―
2
6

 

3
―
1
1
1
1
内
線
3
4
4
9
）
へ

県
立
近
代
美
術
館
特
別
展

滝た
き

平だ
い
ら

二じ

郎ろ
う

の
世
界
展

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

自
衛
官
募
集

「
元
気
な
ふ
る
さ
と
・

雄ゆ
ー
と
ぴ
あ

湯
郷
づ
く
り
県
民
運
動
」

顕
彰
事
業
募
集

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

秋
田
県
果
樹
試
験
場

参
観
デ
ー
開
催

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

仙
台
国
税
局
公
売
のお

知
ら
せ



○
と　

き　

9
月
6
日
㈰
午
前
9
時
開
場

／
10
時
開
演

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

千
円

○
出　

演　

梅
沢
舞
踊
劇
団
ほ
か
総
勢
83

組
の
歌
と
踊
り

※
収
益
金
を
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
南
大
衆
芸
能
ま

　

つ
り
事
務
局
元
田
（
☎
0
9
0
―
5
8

 

3
0
―
7
8
2
0
）
へ

　

爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
秋
の
味
覚
を
存

分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
開
園
期
間　

9
月
10
日
㈭
〜
10
月
5
日

㈪
／
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
栗
の
作
柄
や
天
候
に
よ
り
一
時
休
園
、

ま
た
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

観
光
栗
園
（
湯
沢
市
ダ
リ
ア

園
向
か
い
）

○
入
園
料　

百
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

※
拾
っ
た
栗
は
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ　

観
光
栗

　

園
（
開
園
期
間
中
の
み

　

☎
72
3
4
7
7
）
ま
た

　

は
湯
沢
市
観
光
物
産
協

　

会（
☎
73
0
4
1
5
）へ

○
と　

き　

9
月
26
日
㈯
午
前
9
時
〜
正

午
／
午
前
8
時
30
分
ま
で
市
役
所
本
庁

舎
前
へ
集
合

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

現
地
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

苔
沼
、
桁
倉
沼

○
参
加
料　

百
円
（
保
険
代
）

○
持
ち
物　

雨
具

※
小
雨
は
決
行
、
雨
天
時
は
中
止
に
な
り

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
自
然
観
察
指
導

員
連
絡
協
議
会
「
横
手
・
湯
沢
・
雄
勝
」

支
部
大
日
向
（
☎
0
9
0
―
7
7
9
2

―
5
1
3
5
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
と　

き　

9
月
27
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午

○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

○
受
講
料　

無
料

○
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
班（
☎
73
3
1
5
1
）

へ
○
と　

き　

10
月
1
日
㈭
〜
11
月
17
日
㈫

○
と
こ
ろ　

秋
田
県
南
部
老
人
福
祉
総
合

エ
リ
ア
（
横
手
市
大
森
町
）

○
受
講
料　

五
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

○
対　

象　

全
日
程
を
休
ま
ず
受
講
で
き

る
人

○
定　

員　

30
人
（
応
募
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
15
日

㈫
午
後
5
時
ま
で
、
秋
田
県
南
部
老
人

福
祉
総
合
エ
リ
ア
佐
藤
・
田
畑
（
☎
0

 

1
8
2
㉖
3
8
8
0
）
へ

【
金
属
加
工
科
】

・
定　

員　

15
人

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
】

・
定　

員　

18
人

○
と　

き　

11
月
4
日
㈬
〜
平
成
28
年
4

月
28
日
㈭
／
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
3

時
40
分

○
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

○
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
）

○
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

付
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
28
日

㈪
ま
で
、ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
訓
練

　

課（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7
8
）

へ

自
然
観
察
会

〜
初
秋
の
高
層
湿
原
に
浸
ろ
う
〜

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生
募
集

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

第
六
回

秋
田
県
南
大
衆
芸
能
ま
つ
り

〜
歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
〜

観
光
栗
園
を
開
園
し
ま
す

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　宮城県境約5キロメートル手前の国道398号沿い
に湧出し、飲用水として利用されている栗駒神水が、
水質の悪化により、当分の間休止することになりま
したのでお知らせします。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
◯問い合わせ　栗駒自然休養林保護管理協議会（市
　まるごと売る課観光物産班☎55-8180）へ

≪栗駒神水 休止のお知らせ≫

2015.09.01
19

2015.09.01
18

　交通災害共済・不慮の災害共済制度は、県内（秋田市を除く）の市役所、町村役場を支部として、住民
がお互いに掛金を出し合うことにより災害にあった被災者を救済する制度です。
　この共済制度の加入推進のため、加入申込書、ポスター、テレビコマーシャル、ラッピングカーなどで
使用している 「秋田犬」 のマスコットキャラクターにふさわしい名称を募集します。

■応募資格　どなたでも応募できます
※応募作品は、他の作品と類似しないもので、自作
かつ未発表のものに限ります。また、第三者の著作
権などの権利を侵害しないものに限ります。
■採用・賞　採用作品1点・図書カード30,000円分
※採用作品に複数の応募者から応募があった場合は、
抽選で決定する場合があります。
■応募方法　郵送、ファクス、電子メールのいずれ
　かの方法で、①キャラクター名称（ふりがな）、②住
　所、③氏名、④電話番号を記入の上、応募してくだ
　さい
※応募できる作品数に制限はありませんが、一度の

応募につき一作品での応募としてください。
■結果発表　10月頃に選考を行い、採用された人に
　は文書で通知するほか、秋田県市町村総合事務組
　合のホームページで発表予定
■応募期限　9月30日㈬必着
※詳しくは、秋田県市町村総合事務組合のホームペ
ージ（http://www.akita-sg.jp/kotsu/meishou.html）
をご覧いただくか、下記へ問い合わせください。
■応募先・問い合わせ　秋田県市町村総合事務組合
　「マスコットキャラクター名称」募集係（〠010-0951
　秋田市山王四丁目2-3、☎018-888-0220、℻同838
  -4440、 meishou@akita-sg.jp）へ

秋田県市町村総合事務組合

交通災害共済・不慮の災害共済
「キャラクター名称」 募集!
交通災害共済・不慮の災害共済
「キャラクター名称」 募集! 災害共済マスコット

キャラクター（秋田犬）

すてきな名前を考えて
くださいね♪
たくさんの応募をお待
ちしています

　平成10年2月に湯沢市環境衛生組織連合会に加
入して以来、河川部員として主要事業である河川
清掃や季節ごとの歩道清掃の活動に尽力されまし
た。また24年4月からは、会長として地域の環境
衛生向上や花壇整備などを行い、明るく住みよい
街づくりを推進されました。
　門脇さんは 「初めて湯沢市を訪れたかたから
『湯沢はごみの少ないきれいな街だ』 とお褒めの
言葉をいただき、うれしいです。今後も市環境衛
生組織連合会は、市民の一員としてきれいな街づ
くりに一層励んでいきたいです」 と話していまし
た。

環境大臣表彰
門
　
脇
　
忠
　
治

か
ど

わ
き

ち
ゅ
う

じ

さ
ん
(83)

【
清
水
町
】



　自宅などの生活の場で診療や治療を行うのが在宅医療です。その中心となるのが、地域のかかりつけ医です。普
段から患者や家族の状況をよく知っているので、お互いの信頼関係も築きやすく、健康管理や服薬管理なども含め
た継続的な医療が提供できるようになります。
　さらに、かかりつけ医といろいろな専門家が連携して必要に応じたさまざまなサポートも行われています。歯科
医師による口腔機能の管理、薬剤師による薬歴管理、看護師による訪問看護、理学療法士による訪問リハビリテー
ション、栄養士による栄養指導などがあります。さらに、介護保険で利用できるサービスの中には医師の指示が必
要なものもあります。
　あなたのことや家族のことをよく知っていて、必要なときに専門医に紹介してくれるかかりつけ医を持つことが
安心への第一歩になります。

○問い合わせ　地域包括支援センター（☎78－2311）へ

2015.09.01
21

2015.09.01
20

　

小
野
地
区
は
小
野
小
町
の
生
誕
地
と
し
て

有
名
で
す
が
、
小
町
が
愛
し
た
芍
薬
も
ま
た

有
名
で
す
。
芍
薬
は
、
全
て
の
つ
ぼ
み
を
咲

か
せ
て
し
ま
う
と
、
養
分
が
根
に
十
分
蓄
え

ら
れ
ず
、
翌
年
に
向
け
て
の
株
が
育
た
な
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
選
別
し
て
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
き
れ
い
な
つ
ぼ
み
や
花
が
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
有
効

活
用
で
き
な
い
か
と
、
今
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
に
加
工
中
で
す
。

　

ま
た
、
八
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
一
日

ま
で
、
ダ
リ
ア
園
が
開
園
し
ま
す
。
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
て
い
る
美
し
い
ダ
リ
ア
。
よ

り
多
く
の
人
、
ま
た
長
く
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
ダ
リ
ア
も
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
加
工
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
切
り
花
コ
ー
ナ
ー
は
協

力
隊
の
増
永
さ
ん
が
植
え
た
ダ
リ
ア
た
ち
な

の
で
お
楽
し
み
に
♪
と
っ
て
も
き
れ
い
な
の

で
、
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

　

山
本
護
太
郎
さ
ん
と
い
う
か
た
を
ご
存
知

で
す
か
？
山
本
護
太
郎
さ
ん
は
、
院
内
出
身

の
理
学
博
士
で
、
ホ
タ
テ
の
人
工
産
卵
に
世

界
で
初
め
て
成
功
す
る
な
ど
、
ホ
タ
テ
養
殖

の
礎
を
築
い
た
か
た
で
す
。

　

平
内
町
は
養
殖
ホ
タ
テ
の
水
揚
げ
日
本
一

と
、
ホ
タ
テ
養
殖
が
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ

に
発
展
し
て
お
り
、
顕
彰
碑
を
建
て
る
く
ら

い
、
山
本
さ
ん
の
こ
と
を
称
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ご
縁
で
、
雄
勝
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ

ん
と
七
月
末
、
平
内
町
に
行
き
、
漁
船
に

乗
っ
て
ホ
タ
テ
を
採
っ
た
り
、
平
内
町
の
児

童
た
ち
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
し
て
き

ま
し
た
。

　

来
年
は
平
内
町
の
児
童
た
ち
が
湯
沢
に
遊

び
に
来
て
く
れ
る
予
定
な
の
で
、
企
画
に
関

わ
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
！

　

十
月
二
十
五
日
に
は
、
道
の
駅
お
が
ち
の

イ
ベ
ン
ト
で
平
内
町
の
ホ
タ
テ
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
湯
沢
の
偉
人
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
、
お
い
し
い
ホ
タ
テ
を
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
☆

　

七
夕
絵
ど
う
ろ
う
ま
つ
り
で
は
、
こ
ま
ち

女
酒
会
と
い
う
チ
ー
ム
で
、
サ
ン
ロ
ー
ド
商

店
街
に
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用

し
て
、
日
本
酒
を
提
供
す
る
お
店
を
二
日
間

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
飲
み
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
か
た
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

今
後
も
、
湯
沢
の
お
い
し
い
お
酒
の
Ｐ
Ｒ

を
、
女
酒
会
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
く
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
☆
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に

は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
町
隊
活
動
日
記

地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　

「在宅医療」「かかりつけ医」が、これからのすこやかな暮らしを支えます

３

　地域包括ケア（高齢者の生活を一体的、継続的に支援する仕組み）をシリーズで
紹介します。
　超高齢社会を迎えた日本では、高齢期も自宅で生活していくための新しい医療や
介護などの仕組みが必要になっています。
　いくつになっても住み慣れた地域や家庭で、必要な医療や介護などのサービスを
受けられ、安心して自分らしい暮らしが続けられる社会を目指して、かかりつけ医
を中心とした在宅医療など、地域ぐるみで連携する「地域包括ケア」の取り組みが
始まっています。

青
森
県
平
内
町
に

　
　
　
　
　

行
っ
て
き
ま
し
た
！

女
酒
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

お
花
の
加
工
を
し
て
い
ま
す
！

今回の担当は…

岩 間 美 幸
いわ　　 ま　　　み　　 ゆき

◇活動の様子はフェイスブックで
　発信しているので、「こまち女
　酒会」で検索してみてください

▲女酒Cafe　2日目 ( 七夕最終日 ) の様子。
　売り切れるお酒もありました

　自然・食べ物・文化など
湯沢には魅力がいっぱいで
す。小町隊は、「見つめて
みよう、湯沢の魅力」と題
した出前講座を行っています。
　小町隊と一緒に湯沢の良
さを再発見してみませんか。
◆申し込み・問い合わせ　
　生涯学習課社会教育文化班
　（☎73-2163）へ

出前講座開催中！
○
問
い
合
わ
せ　

地
域
お
こ
し
小
町
隊
（
市

　

ま
る
ご
と
売
る
課
内
☎
73
2
1
1
1
内
線

　

3
6
4
）
へ

▲ダリアも加工のために脱色中です

▲芍薬のプリザーブドフラワー
　今年６月に咲いた花で試作したものです

▲漁船体験！ヘラを使ってホタテの取り方を教えても
　らっています

や
ま
も
と
ご　

た
ろ
う

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

～第 9回
　女性は男性の２倍うつ病になりやすい～
～第 9回
　女性は男性の２倍うつ病になりやすい～

○
女
性
は
男
性
の
２
倍
・
・
・　

　

一
生
の
う
ち
に
う
つ
病
に
か
か
る
割
合

は
、
男
性
に
比
べ
て
女
性
が
約
二
倍
と
い

わ
れ
ま
す
。
原
因
の
一
つ
は
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
。
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大

き
く
変
動
す
る
出
産
直
後
に
み
ら
れ
る

「
産
後
う
つ
病
」
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減

少
す
る
四
十
代
後
半
か
ら
五
十
代
に
か
け

て
の
閉
経
期
に
み
ら
れ
る
「
更
年
期
う
つ

病
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
が
、
社
会
的

な
ス
ト
レ
ス
の
影
響
。
男
性
優
位
の
社
会

で
働
く
こ
と
や
育
児
の
中
で
『
母
親
』
に

か
か
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
家
事
や
介
護
の

負
担
な
ど
女
性
は
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
段
階

で
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
う
つ
病
の
主
な
症
状

　

気
分
の
面

　
　

①
気
分
が
沈
む
②
何
事
も
悲
観
的
に

　
　

捉
え
る
③
感
情
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

　
　

き
な
い
（
涙
も
ろ
く
な
る
、
イ
ラ
イ

　
　

ラ
す
る
な
ど
）④
自
分
を
責
め
る
、　

　
　

自
分
に
は
価
値
が
な
い
と
思
う
⑤
死

　
　

に
た
く
な
る

　

意
欲
の
面

　
　

①
以
前
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
も
興
味

　
　

や
関
心
が
持
て
な
く
な
っ
た
②
何
も

　
　

や
る
気
が
し
な
い
③
集
中
力
・
決
断

　
　

力
・
行
動
力
が
落
ち
た
（
仕
事
の
能

　
　

率
が
下
が
る
、
ミ
ス
や
事
故
を
起
こ

　
　

す
な
ど
）④
午
前
中
に
調
子
が
悪
く
、

　
　

午
後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
良
く
な
る

　
　

な
ど

　

身
体
の
面

　
　

①
眠
れ
な
い
（
寝
つ
き
が
悪
い
、
早

　
　

朝
に
目
が
覚
め
る
）②
体
が
だ
る
い
、

　
　

疲
れ
や
す
い
③
頭
痛
、
耳
鳴
り
、
め

　
　

ま
い
④
腹
痛
、
便
秘
、
下
痢
⑤
食
欲

　
　

が
な
い
、
体
重
が
減
っ
た
⑥
食
欲
の

　
　

減
退
な
ど

○
9
月
9
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○　
　

16
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
10
月
7
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○　
　

14
日
（
水
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

○　
　

21
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
、「
う
つ
病
の
人
と
の
接
し
方
」
を
お

伝
え
し
ま
す
。



　

九
月
長
月
、
今
年
の
夏
は
暑
く
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み

に
お
盆
の
帰
省
客
、
七
夕
絵
ど
う
ろ
う
ま
つ
り
に
雄
勝
大
花
火
大
会
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
夏
祭
り
や
お
盆
で
、
ふ
る
さ
と
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
朝
夕
が
涼
し
く
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
秋
の
夜
長
、
仲
秋
の
名

月
、
虫
の
音
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
後
も
七
十
年
た

ち
ま
し
た
。
敗
戦
の
焼
け
野
原
か
ら
の
奇
跡
的
な
復
興
、
米
国
占
領
政
策
か
ら
独

立
を
果
た
し
、
そ
の
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
人
口
増
大
、
高
度
経
済
成
長
時
代
を

経
て
、
幸
い
に
し
て
、
平
和
で
世
界
第
三
位
の
経
済
大
国
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
ま
さ
に
先
人
た
ち
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
決
し
て
生
易
し

い
こ
と
で
は
な
く
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

今
も
昔
も
、
現
実
世
界
は
生
存
競
争
で
激
動
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
も
世
界
の

中
で
生
き
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
日
本
は
、
経
済
の
低
成
長
時
代
に
入

り
、
超
少
子
高
齢
社
会
、
年
金
、
医
療
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
が
厳
し
く
な
り
、
消
費
税
と
経
済
成
長
、
給
付
と
負
担
の
問
題
が
顕
在
化

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
平
和
を
願
い
、
安
全
と
繁
栄
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
が
、
現
実
的
に
は
外
交
と
防
衛
の
問
題
は
厳
し
く
、
世
界
の
国
々
は
国
益
、
生

存
を
掛
け
て
日
々
つ
ば
ぜ
り
合
い
を
繰
り
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
湯
沢
市
も
現
状
の
課
題
問
題
を
直
視
し
、
地
方
創
生
、
将
来
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

四
月
か
ら
赴
任
し
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
の
人
材
派
遣
制
度
で

お
願
い
し
た
総
務
省
出
身
の
藤
井
延
之
副
市
長
も
、
地
方
創
生
の
取
り
ま
と
め
を

は
じ
め
、
積
極
的
に
各
団
体
と
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
治
に
居
て
乱
を
忘
れ
ず
で
、
比
較
的
災
害
の
少
な
い
湯
沢
市
で
す
が
、

災
害
は
い
つ
何
時
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
嵯
峨
敏
勝
さ
ん
に
は
四
月
か
ら
防
災

監
と
し
て
、
自
衛
官
の
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
危
機
管
理
意
識
の
高

揚
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
市
の
災
害
対
策
本
部
体
制
、
警
察
、
消
防
、
自
衛

隊
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る

た
め
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
分
県
出
身
で
、
地
球
科
学
の
専
門
家
で
あ
る
山
﨑
由
貴
子
さ
ん
も

五
月
か
ら
「
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
専
門
員
」
と
し
て
、
誰
で
も
楽
し

く
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

さ   

が
と
し
か
つ

や
ま
ざ
き
ゆ　

き　

こ

湯沢雄勝地域定住自立圏共生ビジョン懇談会、門脇忠
治氏環境大臣表彰受賞記念祝賀会

268,768

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

７月分

合　　　計 25

0 0弔 慰 金 等

1 10,000協　賛　金

祝金及び寸志 0 0

0 0見　舞　金

贈答用桜桃代ほか 6 135,768接　　　遇

18 123,000会　　　費

市長日誌（７月）

交際費報告

1日（水）

高橋政蔵氏旭日双光章受章記念祝賀会
ほか

七夕絵どうろうまつりコンクール優秀
賞

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

3日（金） 東北中央自動車道　新庄・湯沢間早期建設フォーラム
5日（日） 白子川・姉倉沢川一斉クリーンアップ開会式、第43回

中井沢川クリーンアップ開会式、秋田県隊友会県南地
区支部協議会総会

24日（金）

ぱあとなあ・かざぐるま夏祭り、稲庭地区納涼祭25日（土）
平成27年度湯沢市消防訓練大会26日（日）
新庄・湯沢地域間高規格幹線道路建設促進同盟会要望
会、定例記者会見

27日（月）

平成27年度山の子・海の子なぎさの教室（青森県平内町）28日（火）
平成27年度湯沢市戦没者追悼式29日（水）
百歳長寿祝い、湯沢市行政員感謝状贈呈式、湯沢市地
熱開発促進協議会懇親会、稲川中学校野球部優勝報告会

30日（木）

第58回秋田県学校給食研究協議大会湯沢雄勝大会31日（金）

第65回社会を明るくする運動出発式、湯沢河川国道事
務所及び成瀬ダム工事事務所との事業調整会議

6日（月） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会
7日（火） 退任人権擁護委員感謝状贈呈式
8日（水） 県庁湯沢雄勝会懇談会（秋田市）
9日（木） あきぎん会臨時総会
10日（金） 平成27年度高速道路ネットワークを利用した地域づく

りフォーラム in あきた（秋田市）
12日（日） 第30回湯沢市ふれあい広場開会式、高橋政蔵氏旭日双

光章受章記念祝賀会
14日（火） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会
15日（水） 山形新幹線大曲延伸推進会議理事会・総会
16日（木） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会

（宮城県仙台市、東京都）
17日（金） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会

（東京都）、雄勝中央病院納涼祭
18日（土） 第64回秋田県中学校総合体育大会ハンドボール大会開

会式
19日（日） 第18回湯沢雄勝地区500歳親睦野球大会開会式
20日（月） 第19回雄物川一斉クリーンアップ
21日（火） 国道398号湯浜・小安街道道路整備推進協議会要望会

（宮城県栗原市・仙台市）
22日（水） 釧路市議会姉妹都市等交流促進議員連盟　湯沢市親善

訪問団交流会
23日（木） 永年勤続納税貯蓄組合長並びに優良納税貯蓄組合表彰

式、湯沢市納税貯蓄組合連合会総会、平成27年度湯沢
日独協会総会・講演会
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み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

夏
休
み
の
ジ
オ
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

七
月
三
十
日
（
木
）
に
、
秋
田
市
の
秋
田

拠
点
セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
ヴ
ェ
の
特
設
会
場
で

「
ま
る
ご
と
体
験
！
あ
き
た
の
ジ
オ
パ
ー

ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
は
、

秋
田
県
の
三
つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク(

男
鹿
半

島
・
大
潟
、
八
峰
白
神
、
ゆ
ざ
わ)

と
、
ジ

オ
パ
ー
ク
登
録
を
目
指
す
鳥
海
山
・
飛
島
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
、
秋
田
県
立
博
物
館
、
秋
田
大
学
鉱
業
博

物
館
が
大
集
合
し
、
わ
く
わ
く
す
る
実
験
や

体
験
を
通
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
も
っ

と
知
っ
て
か
ら
、
実
際
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪

れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
県
内
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
石
を
割
っ
て
化

石
を
見
つ
け
よ
う
コ
ー
ナ
ー
と
パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

化
石
を
見
つ
け
よ
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
川

か
ら
拾
っ
て
き
た
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
代

表
的
な
地
層
「
三
途
川
層
」
の
石
を
子
ど
も

た
ち
に
ハ
ン
マ
ー
で
割
っ
て
も
ら
い
、
木
の

り
、
昼
食
は
地
熱
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
野

菜
を
入
れ
た
親
子
ジ
オ
そ
ば
を
食
べ
た
り
し

て
ジ
オ
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
そ
ば
の
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
も
ら
っ
た
り
、
日
程
の
最

後
で
は
二
日
間
の
思
い
出
を
作
文
や
絵
に
描

い
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
近
く
に
住
ん
で
い
な

が
ら
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
ば
か

り
で
、
新
鮮
だ
っ
た
」
「
ま
た
機
会
が
あ
っ

た
ら
参
加
し
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
親
子
で
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽

し
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

葉
の
化
石
を
探
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

岩
石
を
割
っ
て
、
葉
の
化
石
の
一
部
が
表

わ
れ
る
と
子
供
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、

「
あ
っ
た
ー
！
」
と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　

八
月
八
日
（
土
）、
九
日
（
日
）
の
二
日
間
、

と
こ
と
ん
山
で
親
子
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
親
子
合
わ
せ
て
二
十
名

が
参
加
し
、
一
日
目
は
、
皆
瀬
地
域
の
ジ
オ

サ
イ
ト
を
巡
る
ジ
オ
ツ
ア
ー
、
空
き
缶
で
の

ラ
ン
タ
ン
作
り
、
夜
に
は
星
空
観
察
や
夜
道

探
検
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。　

　

二
日
目
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
作
り
を
し
ま
し
た
。
朝
食
後
は
女

滝
沢
で
森
林
浴
を
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
し
た

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
で

　
　
　
　
　
　
　
　
親
子
キ
ャ
ン
プ

ま
る
ご
と
体
験
！

　
　
　
　
あ
き
た
の
ジ
オ
パ
ー
ク

▲ゆざわジオパークコーナーの様子

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
十
六
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
自
然
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
ジ
オ

モ
ン)

が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
秋
ノ
宮(

役
内)

の
ジ
オ
モ
ン
「
ミ
カ
ゲ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

　

ジ
オ
モ
ン
た
ち
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
秘
密

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
言

葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
オ
モ
ン

た
ち
の
話
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が

ジ
オ
ガ
イ
ド
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ジ
オ
モ
ン
た
ち
の

秘
密
を
み
ん
な
で
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

第4回◎
ジ
オ
ガ
イ
ド
依
頼
先
　

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内

　

☎
55
8
1
9
5
、　　geopark@

city.

　

yuzaw
a.lg.jp

）
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特別図書整理期間について
　図書館の休館日には、通常の休館日の他に10日間ほど図書館を閉めて
蔵書の総点検をする「特別図書整理期間」があります。湯沢図書館は9
月1日～10日まで、雄勝図書館は11月頃を予定しています。
　図書整理期間中は、全ての蔵書一冊一冊のバーコードを機械で読み込
みする作業を行いますので、図書館への入館、本や雑誌、新聞等の貸出、
閲覧はできなくなります。利用者の皆様にはご不便をおかけいたします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、湯沢図書館は、この図書整理期間中に佐竹南家の「御日記」の
曝書(ばくしょ)（本の虫干し）も行っています。（非公開） ▲去年の「御日記」曝書の様子

湯

雄
湯

皆

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

親子で遊べるだいにんきおりがみ100
ロンと海からきた漁師
7分間でゾッとする7つの話
神さま・ほとけさま 宗教ってなんだ!

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

主婦の友社
チェン・ジャンホン
山口　タオ
本木　洋子

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

雄
皆

ぼくの短歌ノートいのちの花

野口　啓示

健康手芸研究会

今野　　敏

新野　剛志

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

9月の特集・イベント9月の特集・イベント9月の特集・イベント

月9
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向井　愛実／著

むずかしい子を育てるペアレント・トレーニング 思春期編

脳が若返る!健康手芸

マインド

明日の色

湯 雄

稲
と　き：9月19日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

と　き：9月5日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

　人気歌人が、近現代の著名人や
平成の高校生らによる 「誰かに教
えたくなるような一首」 を一冊に
編んだ短歌エッセイです。著者の
ユーモアあふれる文章や言葉のセ
ンスで、楽しみながら短歌を味わ
うことができます。
　短歌を身近に置くための入門書
としても最適!この秋は短歌にチ
ャレンジしてみませんか？

穂村　弘／著

と　き：9月26日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館　児童室

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」

みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会

　家族のようにかわいがられてい
る動物たち、そうでない動物たち。
そうでない動物たちは殺処分され
骨はゴミになる…殺処分の現状を
知り、プロジェクトは動き出した。
「知ってください、この現状を。」
（本文より）高校生が代弁した動物
たちの気持ちに耳を傾けたい。

一　般　「かわいそうな本たち」

児　童　「バスでおでかけ!」

～図書館の資料はみんなの財産～
一　般　「かわいそうな本たち」

児　童　「バスでおでかけ!」

～図書館の資料はみんなの財産～
児　童　「のりものだいすき!」
一　般　「食欲全開の秋到来!」
児　童　「のりものだいすき!」
一　般　「食欲全開の秋到来!」

2015.09.01
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男女共同参画・少子化対策
通信

～結婚・妊娠・出産・育児を応援！！～

地域少子化対策強化交付金事業

○と　き　9月6日㈰
　　　　　午前10時～午後4時
○ところ　市役所本庁舎市民ロビー

「サザエさん一家は幸福みつけの達人ぞろい」

○と　き
　午後1時30分～3時

アニメ「サザエさん」のマスオ
さん役や「それいけ！アンパン
マン」のジャムおじさん役で
お馴染みの人気声優である増
岡弘さんを講師にお招きして、
子育てについてお話いただき
ます

講演会

エクササイズ
ワークショップ
「リラックスヨーガ教室」

○講　師　高橋 広子 さん
○と　き　午前10時～10時30分

ゆっくりとした呼吸法と無理の
ない簡単なポーズで、ストレス
を解消しましょう。心と体をリ
ラックス！！

「絵本の読み聞かせ」

○と　き
　午前10時45分～11時30分

人形劇「うばすてやま
　（お年寄りの知恵）」

お子さんを対象に、絵本の読み
聞かせやエプロンシアターなど
を行います。小さなお子さんで
も楽しめる内容です。

○と　き
　午後12時45分～1時15分

主人公は年老いた親を
山に捨てようとするが…
有名な昔話をお楽しみ
ください。

県南ブックコミュニティ
読み聞かせボランティア「ひまわり」

講　師

増岡　弘 さん
ますおか　　ひろし

ライフイベントサポートフェスタライフイベントサポートフェスタライフイベントサポートフェスタ

開催イベント

たかはし ひろ こ

行政・企業・市民が一体となって、若者、子育て世代を応援します。ぜひご家族でお越しください！

育
　
児

妊
娠
・
出
産

結
　
婚

企業紹介コーナー
市内の園児による子ども絵画展
おすすめ絵本展
お昼寝アート・スクラップ
　　　　ブッキング体験コーナー
輪なげチャレンジコーナー
教育資金相談コーナー
スタンプラリー

ママの健康コーナー
不妊治療費助成制度紹介
子育てイベント紹介コーナー
子どもの食育コーナー

結婚支援コーナー
Yuzawa 出会い隊コーナー
結婚してよかったこと教えてパネル

◆◇◆◇　出展ブース　◇◆◇◆

○問い合わせ　企画課男女共同参画・少子化対策室（☎55－8274）へ
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○と　　き　10月18日㈰
○と こ ろ　八塩山
○参加資格　湯沢雄勝郡内の登山可能な人
○参 加 料　2,500円
○定　　員　40人
○申し込み　9月19日㈯、20日㈰／午前9時～午後1

時30分／参加料を持参の上、市役所本
庁舎1階市民ロビーにて申し込み

○問い合わせ
　湯沢山岳会事務局加藤（☎090-3120-2482）へ

○と　　き　 9月27日㈰午前9時開始
○と こ ろ　雄勝弓道場
○種　　目　近的競技（団体・個人）
○参加資格　①市内に在住または通勤・通学する人　
　　　　　　②湯沢市弓道連盟の会員
○参 加 料　 無料
○申し込み・問い合わせ　
　9月17日㈭まで、湯沢市弓道連盟皆川（☎73‒0523）、
　 tora@yutopia.or.jp）へ

○と　　き　10月4日㈰午前9時
○と こ ろ　パークゴルフ場
○競技方法　前半・後半戦とも1ラウンド（18ホール）
○参加資格　市内に在住または通勤する20歳以上の人
○参 加 料　1人200円（当日持参）
○申し込み　9月19日㈯まで、クラブハウスフロント

に備え付けの申込用紙に記入の上、提出
○問い合わせ
　湯沢市パークゴルフ協会松田（☎73-6209）へ

○と　　き　10月31日㈯
○と こ ろ　雄勝スポーツセンター
○参加資格　小学校1年生～6年生
○参 加 料　 2,000円
○持ち物　防具
○問い合わせ　9月20日㈰まで、湯沢雄勝空手道藤原
（☎55-2012）へ

○と　　き　10月11日㈰
○と こ ろ　総合体育館
○参加資格　市内に在住または通勤・通学する人
○参 加 料　500円（小・中学生は無料）
○申し込み・問い合わせ
　10月1日㈭まで、湯沢市バドミントン協会伊藤（湯沢
ロイヤルホテル内☎72-2131）へ

○と　　き　10月17日㈯
○と こ ろ　総合体育館
○参加資格　市内に在住または活動しているチーム
○参 加 料　小・中学校=1,000円
　　　　　　高校生・一般=3,000円
○申し込み・問い合わせ　10月2日㈮まで、湯沢市
　ハンドボール協会齊藤（☎090-8789-3895）へ

○と　　き　10月4日㈰
○と こ ろ　湯沢南中学校体育館
○参加資格　市内に在住または通勤する人
○種　　目　①スポーツ少年団の部
　　　　　　②中学男女シングルス
　　　　　　③高校・一般男女シングルス
　　　　　　④ラージボールの部
○参 加 料　中学生以下＝100円、高校生＝200円、
　　　　　　大学・一般＝500円
○申し込み・問い合わせ
　9月27日㈰まで、湯沢市卓球連盟藤原（☎73-4485）
　へ

○と　　き　10月12日㈪
○と こ ろ　湯沢雄勝広域交流センター
○参 加 料　無料
○問い合わせ　太極拳ゆざわ奈良（☎73‒4283）へ

○と　　き　10月7日㈬
○と こ ろ　弁天地区センター
○参 加 費　1チーム1,000円
○申し込み・問い合わせ
　9月下旬まで、湯沢市ゲートボール協会伊藤（☎73‒
1719）へ

○と　　き　10月11日㈰午前9時開会式
○と こ ろ　稲川スポーツエリアテニスコート
○種　　目　ミックスダブルス／①Ａクラス（一般）
　　　　　　②Ｂクラス（シニア、初心者）
○参加資格　①市内に在住または勤務する人
　　　　　　②湯沢テニスクラブ員
○参 加 料　500円（昼食会費として当日集金）
※参加希望者でペアが決まっている場合は、事前に申
し込みください。ペアが決まっていない参加者は当日
事務局で決定します。
○申し込み・問い合わせ　10月4日㈰まで、湯沢テニ
　スクラブ芳賀（☎090‒7935‒8755）へ

○と　　き　10月11日㈰
○と こ ろ　松ノ木グラウンド
○チーム編成　ゴールキーパーを含めた7人制
○定　　員　16チーム程度（先着順）
○参 加 料　1チーム3,000円（当日持参）
○申し込み　9月30日㈬まで、次のいずれかの方法で

申し込む
　①メール＝yuzawafa@gmail.com
　②ＦＡＸ＝73-9598（湯沢市サッカー協会柴田宛て）
　③持　参＝㈱田村組（☎73-2104）
※申込用紙・要項ダウンロード＝http://yuzawa.seesaa.net/
○問い合わせ
　湯沢市サッカー協会柴田（☎090-6223-1977）へ

太極拳ゆざわフェスティバル

サッカー

硬式テニス

市民登山 ○と　　き　10月4日㈰午前8時10分受け付け開始
○と こ ろ　稲川交流スポーツエリア内テニスコート
　　　　　　（雨天時はスポーツエリア室内運動）
○種　　目　個人戦（男女別）
　　　　　　①高校生
　　　　　　②一般（35歳未満）
　　　　　　③成年（35歳以上45歳未満）
　　　　　　④シニアＡ（45歳以上70歳未満）
　　　　　　⑤シニアＢ（70歳以上）
○参加資格　①市内に在住する高校生以上の人
　　　　　　②市内の職場・高校に通勤・通学する人
　　　　　　③湯沢市ソフトテニスクラブ登録会員
○参 加 料　高校生＝1組500円
　　　　　　一　般＝1組1,000円
　　　　　　（当日徴収）
○申し込み・問い合わせ
　9月26日㈯まで、湯沢市ソフトテニスクラブ高橋
  （☎/FAX73‒9541、☎090‒5351‒6468）へ

ソフトテニス

空手道

バドミントン

ハンドボール

○と　　き　9月23日㈬
○と こ ろ　総合体育館
○参 加 料　無料
○申し込み・問い合わせ
　9月10日㈭まで、湯沢市雄勝郡剣道連盟事務局
　加賀谷（☎/FAX72-3021）へ

剣道

弓道

パークゴルフ

卓球

ゲートボール

　湯沢市体育協会では、毎年、各団体で市民総合体育
大会を開催しています。湯沢市民、または市内に勤務
している人ならどなたでも参加できます。

市民総体開催市民総体開催
Yuzawa's  Sports  Information
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湯沢のスポーツ

111

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→くらしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

　お子さんから高齢者のかたまで誰もが楽しめるさまざ
まなレクリエーションを体験できます。
○と　き　9月27日㈰
○ところ　総合体育館、ヘルシーパーク、湯沢雄勝広域

交流センター、体育センター
○参加料　300円（小・中学生＝100円）
○対　象　子どもから高齢者までのレクリエーションに

関心のある人
○種　目　キンボール、スポーツチャンバラ、ネイ

チャーゲーム、フラダンス、レクダンス、
タップダンス、フォークダンス、ユニカール、
まちなか散策など

○申し込み　所定の用紙により、ファクスまたは持参
○申し込み・問い合わせ
　9月11日㈮まで、総合体育館気付秋田県レクリエー
ション大会ゆざわ実行委員会事務局照井（☎
090-2887-2443、FAX72-6556）へ
※当日申し込みも可能です。

秋田県レクリエーション大会
　　　　　　  inゆざわ開催!



　8月21日、仮装盆おどり大会があいにくの雨で会場を旧
横堀小学校体育館に移しての開催となりましたが、地元の
学生など16チームが参加しました。参加者は定番のアニメ
やキャラクターなど、趣向を凝らした衣装を身にまとい、
横堀音頭と横堀甚句に合わせ、笑顔で踊っていました。

　8月23日、湯沢市伝統行事「大名行列」が行われました。
地元の児童が扮する殿様を中心に、弓持ち、鷹匠など佐竹
南家時代の衣装に身を包んだ参加者が市内の商店街などを
練り歩きました。奴振りが行われると沿道の観客から拍手
が送られていました。
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暑さの中、力走!
第33回湯沢七夕健康マラソン大会

地域一体となって取り組む
自殺予防市町村キャラバン

▲勢いよくスタートするランナーたち▲県福祉保健部職員から知事メッセージが贈られました。

所有者が確認できるように
義歯ネーム入れ事業

　7月25日、シャイントピアみなせで、所有者が分かるよ
うに入所者の義歯に名前を印字した小さなテープを埋め込
む作業が行われました。これは湯沢市雄勝郡歯科医師会と
秋田県技工士会県南支部が共催で県南の老人福祉施設を訪
問して行われているもので、今年で6回目。
　入所者は「自分のものがすぐに分かるようになりました。
入れ歯の間違いがなくなります」と喜んでいました。

熱いダンスバトルに感動
湯沢ストリート村

　今年は7月19日に大自然野外ミュージックフェス、26日
に大自然野外ストリートダンスフェスが中央公園を会場に
開催されました。
　大自然野外ストリートダンスフェスでは副市長ラップも
披露されました。また音楽に合わせて技や表現力を競うダ
ンスバトルでは、小学生らの熱い戦いに会場内から歓声が
上がっていました。

▲歯科医師7人、歯科技工士13人が流れ作業でネーム入れをしていました▲1ｏｎ1の決勝では熱い戦いが繰り広げられました

　8月5日から7日までの3日間、市内中心商店街を会場
に「七夕絵どうろうまつり」が開催されました。
　浮世絵や美人画が描かれた大小約200基の絵どうろうに
より幻想的に彩られた会場には、県内外から約25万人の観
光客が訪れ、その雰囲気に魅了されていました。

七夕絵どうろうまつり

大名行列 仮装盆おどり大会

　8月8日、第38回雄勝大花火大会が役内川河川敷で開催
されました。「輝く未来に夢のせて小町の郷に大輪を」を
テーマに約5,000発の花火が打ち上げられました。当日は
天候にも恵まれ、夜空を彩る花火に河川敷を埋めた見物客
から歓声が上がっていました。

雄
勝
大
花
火
大
会

　8月10日、県の職員が自殺対策の強化を呼び掛ける「自
殺予防市町村キャラバン」が市役所本庁舎で行われ、県健
康福祉部次長など関係者6人が訪れました。
　自殺予防対策についての知事メッセージが伝達された後、
県、市、傾聴ボランティア「つながる手の会」代表との意
見交換などが行われ、今後も関係団体などと協力して自殺
予防対策に取り組む必要性を確認し合いました。

　8月7日、世界陸上シュトゥットガルト大会女子マラソ
ン金メダリストの浅利純子さんと、父親が秋ノ宮出身でタ
レント・モデルの西田美歩さんをゲストランナーに迎え、
「第33回湯沢七夕健康マラソン大会」が開催されました。
県内外から過去最高の976人のランナーがエントリーし、
たくさんの声援を受けながら、色とりどりの短冊の下を
ゴール目指して駆け抜けました。
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

8. 1
8. 2
8. 2
8. 3
8. 3
8. 3
8. 7
8. 7
8. 8
8. 9
8.11
8.12
8.12
8.13
8.14
8.14

63
92
91
90
90
89
87
68
86
82
80
85
72
83
82
92

荒　　　町
西田町第４
元清水第１
八　幡　林
外前森第１
新　　　処
元清水第３
末　広　町
緑　　　町
千 石 町 北
成 沢 下 丁
寺　沢　下
大工町第３
愛宕町第２
清水町第4の2
寺　沢　中

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

小　杉　山
常　盤　町
堺　　　２
水　　　口

沢
堰　ノ　口

81
74
76
64
84
69

7.31
8. 2
8. 2
8. 5
8. 6
8.13

健　一
裕　子
律
京　子
稔
政　人

菅　　登喜男さん
會 田　幸 男さん
　 野　 　進さん
門 脇　悦 郎さん
菅　 　芳 雄さん
泉　 　作 榮さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

菅　　　生
貝　　　沼
小　　　安

91
68
93

8. 7
8. 9
8.14

隆　一
勝　美
秀　和

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ももか

しゅら

ひなた

いぶき

あづき

こうせい

ゆうと　

　　　ひなた

髙 橋　百 花ちゃん

佐 藤　守 星くん

佐 藤　陽 向くん

佐々木 彩 吹ちゃん

古 関　杏 月ちゃん

小 場　康 正くん

髙 橋 優羽斗くん

沼 倉　 　陽くん

7.26

7.29

7.30

7.31

8. 5

8. 6

8. 8

8. 9

新 山 田 東

倉内団地第1

元清水第１

岡　　　田

上 二 井 田

若　葉　町

中　の　沢

六 日 町 下

瑞貴さん・絵美さん

真人さん・麻美さん

翔さん・知香子さん

信綱さん・由美さん

詳介さん・未来さん

康平さん・デボラさん

寿さん・麻起子さん

一宏さん・聡美さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　はる

高 橋　 　暖くん 8. 2 十　日　町大輔さん・恵さん
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本　人
芳
政　美
勇
久四郎
博
均
信　孝
本　人
房之助
久　徳
昌　子
宏　樹
繁　雄
本　人
由　美

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

まひな　

なつき

阿 部 愛陽菜ちゃん

今　　 夏 希ちゃん

7.27

8. 6

西　　　町

山 王 新 町

祐也さん・恵理子さん

佳祐さん・美季さん

小 野　辰 利さん
加 藤 弥三郎さん
甲 谷 貞次郎さん
佐 藤　理 雄さん
能 登　キ ヨさん
髙 山　榮 子さん
佐 藤　　 清さん
髙 橋　良 昭さん
高 橋 孝治郎さん
鈴 木　ウ メさん
高 橋　久 治さん
石 成　勢 子さん
近 藤　修 一さん
次 田　　 繁さん
阿 部　　 康さん
石 成 ミツヱさん

8月15日届け出分まで

8月15日届け出分まで

佐 藤　シ ンさん
阿 部　 　隆さん
髙 橋　タ ネさん

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

本　町　２
久　保　７
八　面　１
清 水 小 屋
羽　　　竜

68
80
90
90
98

7.31
8. 2
8. 3
8. 4
8. 4

佐 藤　幹 子さん
佐 藤　良 三さん
髙 橋 信次郎さん
麻 生　ツ ヤさん
村 上　キ ヨさん

小太郎
良　広
芳　信
貞　雄
龍　夫

月月9 ●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ
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○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後1時30分～午後3時
●カンガルースクール〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午前10時～11時30分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）

●湯沢市雄勝郡８人制バレーボール大会〔雄勝中学校体育館〕
●秋田県ミニテニス交流会〔総合体育館〕
○雄勝図書館休館日

●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後1時30分～午後3時
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時
○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／運動遊び
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前9時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後1時30分～午後3時

●郡市ミニバスケットボール交流会(～13日、総合体育館)
●一般開放〔体育センター〕正午～午後６時（小中学生・高校生）
○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）

●B＆G海洋センター営業終了
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔ヘルシーパーク〕午後1時30分～3時30分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時

●郡市中学校新人バスケットボール大会(～20日、総合体育館)

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○湯沢図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　愛宕歯科クリニック（湯沢／☎72６８５５
　／午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　山本歯科医院（湯沢／☎０１２０－２０６
　－８５９／午前９時～正午）

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　川連歯科医院（稲川／☎424666／
　午前９時～正午）
●市民総体剣道大会〔湯沢市総合体育館〕
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○年金相談〔市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）

●市民総体弓道大会〔雄勝弓道場〕
●秋田県レクリエーション大会inゆざわ〔総合体育館、ヘルシー
パーク、健康ドーム、体育センター〕
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔ヘルシーパーク〕午後1時30分～3時30分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時
○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／げんきっこ運動会

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・運動遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前10時～11時30分

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館特別図書整理休館（～10日）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後7時～9時

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成27年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所１階　相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

9月16日㈬全血

種類実施時間実 施 場 所日にち

29日㈫

１０：００－１１：００

１３：００－１４：００

１５：００－１６：００

柴田工事調査㈱

㈱ 寛 文 五 年 堂

㈱佐藤養助商店
（本社工場）

9月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155) 市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

全血

種類実施時間実 施 場 所日にち

15日㈫

１０：１５－１１：３０

１３：３０－１４：００

１５：００－１６：００

ＪＡこまち雄勝支店

雄勝福祉会愛光園

㈱ 高 嶋 組

○と　き　9月20日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー
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み
ん
な
が
入
会
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
せ
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
「
楽
日
人
」

ら
び
っ
と

　
平
成
十
六
年
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
み
な
せ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
「
楽
日
人
」
が
産
声
を
上

げ
ま
し
た
。「
楽
日
人
」
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
十

七
年
に
控
え
て
い
た
市
町
村
合
併
。
今
後
の
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
に
対
す
る
不
安
や
期
待
に
応
え
て
い

く
た
め
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
創
設
が
急
務
だ
と
い
う
意

見
で
一
致
し
た
と
言
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
名
称
は
公

募
さ
れ
、
皆
瀬
地
域
の
一
人
一
人
が
一
日
一
日
を
楽

し
ん
で
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
「
楽

日
人
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
設
立
後
に
地
域

の
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
た
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ロ

ゴ
マ
ー
ク
（
下
図
）
も
作
成
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
制
で
、活
動
は
野
球
、水
泳
ク
ラ
ブ
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
の
ほ
か
書
道
、
写
真
、

俳
句
、
山
野
草
観
察
な
ど
の
文
化
活
動
。
さ
ら
に
、

富
士
山
交
流
登
山
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
楽
日
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ス
ノ
ー

フ
ェ
ス
タ
な
ど
年
間
を
通
し
て
開
催
し
、
会
員
以
外

の
地
域
住
民
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
富
士
山
交
流
登
山
は
「
楽
日
人
」
が

誕
生
す
る
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
十
九
回

に
な
り
ま
す
。
こ
の
交
流
は
野
球
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
長
泉
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
ズ
（
静
岡
県
駿
東
郡
長
泉

町
）
と
皆
瀬
小
学
校
六
年
生
の
児
童
が
夏
は
富
士
山

へ
一
緒
に
登
り
、
冬
は
雪
国
の
皆
瀬
で
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
す
る
（
冬
の
交
流
は
二
十
六
回
）
こ
と
で
交
流

の
輪
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
登
山
は
八
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
の
日
程
で

行
わ
れ
、
児
童
の
引
率
と
し
て
参
加
し
た
佐
々
木
祥

江
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
は
苦
し
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
必
死
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
人
生

の
良
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
当
時
を
思

い
出
し
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し
た

息
子
の
涼
太
く
ん
は
「
登
山
は
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、

景
色
は
き
れ
い
で
し
た
。
も
う
一
度
挑
戦
し
た
い
で

す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
副
団
長
の
佐
藤

一
さ
ん
は
「
山
頂
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互

い
を
支
え
合
い
な
が
ら
登
っ
て
い
く
姿
に
は
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
中
で
一
番
と
言
え

る
ほ
ど
長
泉
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
娘
の
か
な

で
さ
ん
は
「
山
頂
で
お
日
様
が
昇
っ
て
く
る
景
色
は

き
れ
い
で
し
た
。
ま
た
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
交
流
し

て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
ほ
ほ
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

　
楽
日
人
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
兼
子
正
寛
さ
ん

は
「
会
員
の
確
保
が
課
題
。
楽
日
人
に
入
会
希
望
者

が
増
加
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
み
ん
な
が
交
流
で
き
る
場
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲出発前の長泉ブルースターズとの集合写真

◀富士山山頂の御来光と雲海

え

り
ょ
う
　
た

さ
　
と
う

は
じ
め

か
ね
　
こ

ま
さ
　
ひ
ろ

▲ロゴマーク▲キャラクター

ら

び
っ
と
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